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因島椋浦廻船の勇姿を描く船絵馬　宝暦5年(1755)因島椋の里ゆうあいランド民俗資料館蔵
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れ
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の
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､
今
も
雌
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本
の
大
木
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残

る
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東
西
七
町
､
南
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十
三
町
､
南
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西
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は
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に
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に
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概
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史
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燈
　
(
近
海
で
は
最
大
級
と
さ
れ
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【特集関連】

地区 ��I�B�最大積石数 

土生(現fE)島土生町) 塔i�ﾂ�500石 

三庄(現因島三庄町) 都iE��1.200石 

49娘 �4����

椋涌く現EE]島椋浦町) �3Y�ﾂ�1,600石 

田熊(現E]島田熊町) �#)�ﾂ�200石 

大浜(現因島大浜町) �#�E��50石 

中庄(現因島中庄町) ��右��110石 

鏡浦(現Ef]島鏡浦町) 等k｢�500石 

外浦(現囲島外浦町) �9�ﾂ�600石 

『芸藩遺志』に見る因島の船舶集計表

引き札に描かれた千石船(大藩忠兵衛｢引き札｣コレクションより)

芸州掠浦東屋清次郎の千石船　徳吉丸の模型

(EE]島椋の里ゆうあいランド民俗資料飴蔵)

千石船と北前船
へぎし､せん

千石船は｢弁財船｣とも呼ばれ､大坂を起点に瀬戸内海から

日本海ルートを往来した｢北前船｣としても知られますo　北前

船は海の総合商社といわれ､寄港地でその土地の産物を買い入

れて積込むと同時に､他国の産物を売りさばくというビジネス

スタイルで､船主は単なる輸送業者ではなく積載する商品の

荷主でもありました｡尾道からは､特産品である塩や畳表､酢

から､鍛冶製品や石材などが積込まれ､北海道や北陸からは昆

布､崩んの海産品､肥料や米等がもたらされました｡
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せ
ん
こ
く
ぷ
ね

大
型
の
千
石
船
を
有
し
た
椋
浦
廻
船
団

『
芸
藩
通
志
』
　
で
は
地
域
別
に
船
の
所
有
状
況
も
記

さ
れ
て
お
り
､
左
の
表
は
因
島
各
村
の
も
の
を
一
覧
に

▼
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ま
と
め
た
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で
す
｡
船
数
だ
け
を
見
れ
ば
､
土
生
､

み

つ

の

｣

よ

う

し

げ

い

三
庄
､
重
井
に
続
い
て
椋
浦
は
中
程
の
位
置
に
あ
り

ま
す
が
､
船
の
規
模
を
示
す
積
石
数
で
は
､
1
6
0
0
石

の
椋
浦
が
最
上
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
｡
1
0
0
0
石
を

超
え
る
船
は
　
｢
千
石
船
｣
　
と
呼
ば
れ
､
1
0
0
0
石
は
米

俵
で
約
2
5
0
0
億
に
な
り
　
(
米
俵
-
石
は
約
2
･
5
債

分
で
重
さ
約
1
5
0
k
g
)
､
そ
れ
だ
け
の
数
量
を
積
み
込

め
る
大
型
船
を
椋
浦
が
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ

ま
す
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島
椋
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塁
ゆ
う
あ
い
ラ
ン
ド
民
俗
資
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で
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｣
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浦
廻
船
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躍
し
た
船
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､
1
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0
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積
の
船
で
し
た
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積
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で
は
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分
に
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き
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千
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船
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､
椋
浦
廻
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方
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ラ
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と
い
い
ま
す
か
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す
o

ほ

う
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め
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浦
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船
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～
明
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年
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(
1
7
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2
)
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さ
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ま
す
o
　
そ
れ
以
後
の
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3
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(

1
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6
)
　
の
記
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(
因
島
三
庄
の
庄
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･
宮
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1
7
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こ
と
が
確
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さ
れ
ま
す
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椋
浦
を
含
む
因
島
の
廻
船
団
が
往
来
し
た
範
囲
は
､
瀬

戸
内
海
に
と
ど
ま
ら
ず
､
北
前
船
の
航
路
で
も
あ
る
日
本

海
側
へ
も
繰
り
出
し
､
北
海
道
の
松
前
･
東
北
･
北
陸
方

面
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
し
た
o

香
川
県
の
金
刀
比
羅
宮
(
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
)
　
と
共
に
海

上
安
全
の
守
護
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
大
阪
府
の
住
吉
大

社
に
は
､
廻
船
関
係
者
か
ら
寄
進
さ
れ
た
石
灯
寵
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
｡
そ
れ
ら
を
丹
念
に
調
べ
ら
れ
た
平
淳
文
人

さ
ん
の
調
査
に
よ
る
と
､
広
島
県
内
か
ら
寄
進
さ
れ
た
中

げ
い
し
ゆ
う
か
い
せ
ん
ち
ゆ
う

で
も
椋
浦
を
主
体
と
す
る
　
｢
芸
州
廻
船
中
｣
　
寄
進
の
も
の

が
ス
ケ
ー
ル
や
技
巧
面
に
お
い
て
､
他
を
し
の
ぐ
逸
品
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
｡

◆
参
考
文
献
『
千
石
船
掠
之
浦
』
平
浮
文
人
著
(
因
島
市
文
化
財
協
会
　
平
成
1
2
年
)



【特集関連】

『芸藩遺志』巻九十五所収｢因島椋浦｣の地図上での史跡地点

【上段左-】 ▲船繋岩の一つ(磯辺先端に突き出た岩　地図①) ▲厳島姫巡幸伝説地の一つと伝える厳島神社
(地図②) ▲毎年8月15日に執り行われる県無形民俗文化財の法楽踊り(地図③浜辺) ▲胡(エビス)宮跡に

建つ碑(地図④) ▲徳川幕府軍艦美嘉丸の船将を務めた椋浦出身の青木忠右衛門の碑(地図(9) 【中段左-】
文化2年(1 805)に椋浦廻船業者が金比羅大権現に奉納した常夜燈で尾道石工山根屋源四郎尚政の作(地図⑥)
▲中世戦国頃～近世江戸期の古墓群(地図⑦) ▲廻船関係者の名が棟札に確認される金蔵寺観音堂(地図⑧)
▲椋浦の氏神社･艮神社と尾道石工作の狛犬(地図⑨) 【下段左-】 ▲船中安全と刻む艮神社の常夜燈(地図
(9) ▲市天然記念物の椋の木(地図⑩) ▲旧幼稚園舎建物を利用した民俗資料館には廻船関係及び民具類等の
民俗資料を収蔵展示(地図⑪) ▲-ノ城に拠った小早川氏の碑と五輪塔群o　周辺を｢城見屋敷｣と呼び､上掲

『芸藩遺志』にも記載(地図⑫) ▲城見屋敷から望む鶴ヶ峰o　頂上平坦地に-ノ城が築かれた(地図⑬) 0
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【特集関連】

版本大般若波羅蜜多経残巻の一部(右)と明徳2年の年号を記す箱書(左)

椋浦の小早川氏
しろみ

良神社から西へ進むと､ ｢城見屋敷｣と呼ばれる界隈があり､その一角の畑

の中に､古びた五輪塔群と共に｢蒲刈小早川家先登歳｣と刻む碑(写真右)

が建ちます(全景は3頁写真中) ｡五輪塔群は椋浦にあった小早川氏の墓所

とされ､城見屋敷はその屋敷地を示すものとされます｡
じとう

椋浦の小早川氏は､室町幕府から地頭職を任命されて因島へ来着したのを

始まりとするようで､因島村上氏以前に因島を支配していたと見られていま

すo城見屋敷から南に遠望される盛等篠山頂に､小早川氏の居城となる-ノ

城(市史跡)が築かれました｡

関ケ原戦の後､小早川氏は蒲刈島(安芸郡蒲刈町･現呉市)へ移り､以降

は蒲刈小早川氏と称されました0
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艮
神
社
に
隣
接
し
た
金
蔵
寺
(
現
在
は
観
音
堂
だ
け
が
遣
る
)

め

い

と

く

に
は
室
町
時
代
初
期
の
明
徳
2
年
(
1
3
9
1
)
　
に
書
経
さ
れ
た

は
ん
ぽ
ん
だ
い
は
ん
に
や
は
ら
み
っ
た
き
ょ
う

｢
版
本
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
｣
　
が
伝
わ
り
ま
し
た
｡
こ
の
大
般
若
経

お

う

み

の

く

に

み

い

で

ら

は
､
元
は
近
江
国
の
三
井
寺
　
(
滋
賀
県
大
津
市
)
　
に
あ
っ
た
も
の
で
､

こ

う

の

み

ち

ま

さ

こ
れ
を
伊
予
河
野
氏
に
連
な
る
石
川
通
昌
が
入
手
し
､
通
昌
が
施
主

に

い

い

そ

の

と
な
っ
て
伊
予
国
新
居
郡
の
磯
野
宮
(
愛
媛
県
西
条
市
･
伊
曽
乃
神

社
)
　
に
寄
進
さ
れ
た
来
歴
を
秘
め
ま
す
｡
そ
れ
が
何
故
椋
浦
の
地
に

も
た
ら
さ
れ
た
の
か
?
-
　
両
地
を
繋
ぐ
交
流
の
歴
史
が
皆
無
の
中

で
､
唯
一
の
可
能
性
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
が
､
豊
臣
秀
吉
と

ち

ょ

う

そ

か

べ

も

と

ち

か

せ

い

ば

つ

長
宗
我
部
元
親
が
激
突
し
た
四
国
征
伐
　
(
四
国
平
定
戦
)
　
で
す
o

て

ん

し

ょ

う

天
正
1
3
年
(
1
5
8
5
)
　
6
月
､
阿
波
へ
秀
吉
の
弟
･
秀
長
と

は
ち
す
か

甥
の
秀
次
率
い
る
豊
臣
本
隊
6
万
､
讃
岐
へ
黒
田
･
蜂
須
賀
連
合
軍

う

き

た

と
宇
喜
多
秀
家
率
い
る
備
前
･
美
作
勢
2
万
3
千
が
上
陸
侵
攻
､

小
早
川
氏
と
四
国
征
伐
の
戦
利
品

伊
予
方
面
に
は
毛
利
配
下
中
国
勢
3
-
4
万
が
今
治
に
上
陸
し
ま
し

た
｡
伊
予
攻
略
軍
の
第
一
軍
を
率
い
た
の
が
小
早
川
隆
景
で
､
こ
の

時
､
因
島
村
上
勢
の
動
き
は
史
料
上
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
､
椋

き
か

浦
の
小
早
川
氏
(
下
の
コ
ラ
ム
に
詳
細
)
が
隆
景
勢
の
旗
下
で
従
軍

し
､
戦
利
品
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
す
o

伊
曽
乃
神
社
の
来
歴
で
は
､
四
国
攻
め
で
兵
火
に
包
ま
れ
､
社
殿

社
宝
一
切
を
失
っ
た
と
あ
り
､
こ
の
混
乱
状
態
の
中
で
大
般
若
経
が

拾
い
出
さ
れ
'
小
早
川
側
の
手
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
と
の
見
方
で

す
｡
隆
景
本
人
も
伊
予
を
領
有
し
た
後
､
今
治
の
大
浜
八
幡
宮
に
所

し

ほ

ん

ぽ

く

し

よ

だ

い

は

ん

に

や

き

ょ

う

お

う

え

い

蔵
さ
れ
た
　
｢
紙
本
墨
書
大
般
若
経
｣
　
(
応
永
1
 
3
-
1
 
7
年
･
1
4
0
6

く

い
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な

り
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1
0
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書
写
)
を
三
原
市
久
井
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井
稲
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神
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寄
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し
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広
島
県
重
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文
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財
)
｡
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献
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【トピックス】

おおとうちゆうべい

大藤忠兵衛旧蔵資料発掘報　市史編さん事務局トピックス

上:呉服商であった大森忠兵衛が出した引き札

下:引き札コレクションの一部
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明治24年(1981)の尾道町議全文雷に記載の町章

明
治
期
に
尾
道
市
議
会
副
議
長
､
尾
道
商
業
会

議
所
議
長
も
務
め
た
尾
道
商
人
･
大
藤
忠
兵
衛
の

旧
蔵
資
料
が
､
ご
子
孫
の
大
藤
幸
子
さ
ん
か
ら
市

史
編
さ
ん
委
員
会
事
務
局
へ
寄
賭
さ
れ
ま
し
た
Q

干
光
寺
山
東
斜
面
(
長
江
)
　
に
位
置
す
る
大
藤

さ
え
ん

家
の
茶
園
　
(
別
荘
庭
園
)
　
土
蔵
に
眠
っ
て
い
た
資

料
群
は
質
量
共
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
､
当

ひ

ふ

ピ

時
の
広
告
チ
ラ
シ
で
あ
る
　
｢
引
き
札
｣
　
が
1
0
1

種
1
3
6
枚
(
内
､
尾
道
関
係
は
2
 
7
種
3
 
4
枚
)
､

国
内
外
の
絵
葉
書
が
1
3
5
7
枚
と
い
う
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
｡

中
で
も
市
史
編
さ
ん
上
で
重
要
視
さ
れ
る
の
が

明
治
期
の
行
政
文
書
群
で
､
市
制
施
行
以
前
の
尾

道
町
時
代
を
含
む
役
場
及
び
議
会
に
関
す
る
文
書

が
ま
と
ま
っ
た
形
で
遺
さ
れ
て
い
る
の
は
大
変
貴

重
で
あ
り
､
近
代
編
を
埋
め
る
有
益
な
資
料
と
し

て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
o

市
章
の
原
形
と
な
る
町
章

尾
道
町
時
代
の
行
政
文
書
の
中
に
は
､
市

章
(
市
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
)
　
の
原
形
と
な

る
町
章
に
関
す
る
規
則
が
図
案
入
り
で
示
さ

れ
て
い
ま
す
o

明
治
2
 
4
年
(
1
8
9
1
)
　
の
議
案
に
は
､

き
し
.
i
う

徽
章
規
則
と
し
て
尾
道
町
役
場
の
徽
章
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡
赤
色
二
本
線
は
現
在

の
市
章
と
ほ
ぼ
同
l
で
す
が
､
線
の
幅
が
二

本
と
も
均
一
と
い
う
点
が
今
と
は
異
な
り
ま

す
　
(
現
在
の
市
章
は
下
が
太
い
)
｡
ま
た
､

市
長
や
助
役
ら
が
用
い
る
提
灯
に
も
徽
章
の

ラ
イ
ン
が
入
れ
ら
れ
､
役
職
に
よ
っ
て
太
さ

が
微
妙
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
｡
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新年を迎え､新たな気分でお過ごしのことと思います｡

皆さま､お変わりございませんでしょうか｡

さて､今回の市史広幸馴ま､廻船基地として賑わった因島

にスポットを当てております｡創刊号の御調町からはじまり､

旧尾道市街､向島と広く尾道市のことを紹介してまいりまし

た｡改めて歴史と文化の香り豊かな尾道市を見つめなおす

きっかけとなれば幸いです｡

そして､この度は大藤忠兵衛旧蔵資料の発掘報にも注

目です!美しい引き札と市章の来歴をご覧くださいo (JH)

※ 『市史広報』は年に2回程度の発行を予定しております｡

みなさんの様々なお声や情報をお待ちしておりますD

WANTED

史資料や情報をお寄せください

古文書や古写真(写真絵葉書を含む) ､古
地図､尾道の話題を報じる古新聞など､市史
編さん委員会事務局では､幅広い分野におい
て尾道市に関わる史資料を収集しています｡
また､無形の伝承(地域に伝わる言い伝えや
独特な慣習､祭礼芸能等)についても収集対
象となります｡もし皆さんのお宅や周辺で､
あるいは地域で､そうしたものが発見される
場合は､事務局へこ一報下さい｡史資料につ
いては複製(写真撮影･コピー)を取らせて
いただくのみで､現物については速やかにお
返しさせていただきます｡情報提供は下記の
事務局連絡先までお願いします｡お電話での
受付時間は平日900-1600 (以降は文化財係
0848-20-7425へお願い致します)

【企画　編集　発行】尾道市市史編さん委員会事務局(企画財政部文化振興課内) 〒722-8501尾道市久保一丁目15-1尾道市民会館3階32号室

TEL 0848-38-9359 (直通) /FAX 0848-37-2740 (代表) /E-MA】L bunkazaI@cItyOnOmlChlhlrOShlmaJP

右
か
ら
国
宝
向
上
寺
三
重
塔
(
瀬
戸
田
町
)
　
西
園
寺
三
重
塔
(
西
久

保
町
)
傍
の
大
型
五
輪
塔
｡

大
詰
め
迎
え
る
文
化
財
編
上
巻

新
市
史
の
第
一
巻
を
飾
る
文
化
財

編
上
巻
の
制
作
が
､
い
よ
い
よ
大
詰
め

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
｡

文
化
財
編
は
建
造
物
や
史
跡
･
天
然

記
念
物
等
で
構
成
さ
れ
る
上
巻
と
､

仏
教
美
術
や
民
俗
文
化
財
等
で
構
成

す
る
下
巻
に
分
か
れ
､
上
巻
が
3
0
年

度
末
に
､
下
巻
が
3
 
2
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ

刊
行
予
定
に
あ
り
ま
す
｡

上
巻
で
は
､
第
1
章
の
総
論
に
始
ま

り
､
中
世
か
ら
近
代
に
至
る
文
化
財

建
造
物
'
古
墳
や
城
跡
等
の
史
跡
'

名
勝
､
天
然
記
念
物
と
全
5
章
で
構

成
さ
れ
､
同
カ
テ
ゴ
リ
に
あ
る
指
定
文

化
財
を
網
羅
し
て
い
ま
す
｡
そ
の
内
に

は
､
未
指
定
な
が
ら
文
化
財
的
価
値

を
有
す
る
も
の
も
一
部
で
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
さ
れ
て
お
り
､
市
史
編
さ
ん
が
新
た

な
文
化
財
の
掘
り
起
し
と
再
検
証
の

機
会
と
も
な
っ
て
い
ま
す
｡

上
か
ら
尾
道
市
水
道
局
長
江
浄
水
場
配
水
池
美
ノ
郷
町
の
猪
子
迫
古
墳
石
室
内
部
山
波
の
ウ
バ
メ
ガ
シ
Q

『
新
尾
道
市
史
』
刊
行
計
画

文
化
財
絹
　
上
巻

文
化
財
娼
　
下
巻

史
料
絹
　
近
世

史
料
措
　
近
代
･
現
代

史
料
g
E
　
舌
代
･
中
世

民
俗
g
E

地
理
B
E

通
史
指
　
原
始
･
舌
代
･
中
世

通
史
好
　
近
世

通
史
編
　
近
代

通
史
轄
　
現
代


